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数 学 
 

【新学習指導要領を踏まえた思考力・判断力・表現力の考え方】 

 

＜数学の場合＞ 

  ○思考力 

・日常の事象から数学的な要素を見つけ出し、図形化、数式化、グループ化、法則性

の発見などができる力。 

○判断力 

 ・数学に関する既習の内容をもとに問題を解決する力（数学化した課題を解決するた

めの見通しを立てる力） 

・思考の過程を振り返って本質や他の事象との関係を認識し総合的・発展的に考察す

る力。 

○表現力 

・数学的な表現により事象や思考過程を一般化したり、簡潔・明瞭・的確に表現する   

 力 

  

思考力 

取り扱う題材を深く理解して処理できる力、課題を見出す力である。 

例えば「条件が変わった、視点が変わったなどにより、結果がどう変わっていくか、そ

の変化でどういう事象等が生ずるか、どういう関係性が生ずるか、どういう価値が生ま

れるかなど、直接文章や図表などで示されていない事象について考える問題」などがこ

れに当たる。 

判断力 

取り扱う課題や関係性に対してある尺度、基準、条件を当てはめ「分類・順位付け・優

先順位づけ・規則性発見、統合」等の判断・発見、論理的推論を進められる力である。 

例えば「関係性を道筋だてて思考させた上で新たな基準、条件、意見、多様な価値観を

踏まえて最善となるものを見出す問題」などがこれに当たる。 

表現力 

思考、判断により獲得した情報を正確に処理して絞り込み、抽象化、関連付けなどを行

い、他者に伝達する意図を持って、文章や図表、グラフ等で可視化できる力である。 

例えば「ある事象の変化、関係性、順位付けなどに対する状態を、最適な文、要旨、図

表、グラフ等で表現しているものを選択させる問題」などがこれにあたる。 
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サンプル問題１（平成３１年度入学者選抜学力検査問題 大問２） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3 

 

 

 

正解 

(１) ア 3 

イ 6 

ウ 3 

エ 9 

オ 0 

(２) カ 1 

キ 5 

ク 5 

ケ 2 

コ 2 

サ 4 
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思考力・判断力・表現力との関連性 

規則性を発見する問題であり、試行回数を nとした情報プログラムに必要な

アルゴリズムを考えることができるための思考法に通ずるものである。 

 

（１）与えられた２周目までの図、あるいは３周目を加筆するなどして規則性

を見いださせる問題である。 

 

（２）発見する規則性の難易度は同程度だが、事象が複雑であり、高さの算出

には六角形を正三角形に分割するとともに三平方の定理も活用する点、

さらに本数や段数を 2nと置いていることに点にも注意して思考し、数

式化することを要する問題である。 

 

 

  

（思考力）「日常の事象から数学的な要素を見つけ出し、図形化、数式化、

グループ化、法則性の発見などができる力」に相当 

（思考力）「日常の事象から数学的な要素を見つけ出し、図形化、数式化、

グループ化、法則性の発見などができる力」に相当 

（表現力）「数学的な表現により事象や思考過程を一般化したり、簡潔・明

瞭・的確に表現する力」に相当 
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サンプル問題２（令和２年度入学者選抜学力検査問題 大問２） 
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正解 

（１） ア 2 

イ 1 

ウ 5 

エ 2 

オ 1 

カ 5 

キ 2 

（２） ク 0 

ケ 4 

（３） コ 4 

サ 2 

（４） シ 5 

ス 6 
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思考力・判断力・表現力との関連性 

提示された文章や図に対し一次関数の基礎的な知識を活用する問題である。

グラフを読み取り、ランナーの行きと帰り、走りながら二人が何度か出会う、

最後に出会ってからは速度を合わせて一緒に走る、などの日常の事象を一次式

として表現して思考させる問題になっている。 

 

（１）一次関数化のために必要な数値を、文章や図から明らかにし、道のり、

時間、速度の関係から正しく思考できる必要がある。 

 

（２）上記の問題の数式化ができていれば、初めて出会う場所を図から読み取

って、一次式の交点の座標を算出する問題であるとわかる。交点の座標

を求めるための知識を確認する問題である。 

 

（３）最後に出会う地点の交点の座標を求めるための直線の方程式を算出し、

最後に戻ってくる点の座標を求めるための思考の過程が正しく整理され

ている必要がある。 

 

(４) それまでの問題で算出した一次関数の任意の座標の値や行きと帰りのグ

ラフの対称性から正しく距離を読み取る必要がある。 

 

 

 

（思考力）「日常の事象から数学的な要素を見つけ出し、図形化、数式化、

グループ化、法則性の発見などができる力」に相当 

（判断力）「数学に関する既習の内容をもとに問題を解決する力（数学化し

た課題を解決するための見通しを立てる力）」に相当 

（表現力）「数学的な表現により事象や思考過程を一般化したり、簡潔・明

瞭・的確に表現する力」に相当 

（思考力）「日常の事象から数学的な要素を見つけ出し、図形化、数式化、

グループ化、法則性の発見などができる力」に相当 


